
リ
ー
ト
が
爆
裂
し
落
ち
て
き

て
い
る
。
又
、
配
管
も
漏
水

し
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
度
か
ら
昭
和
49

年
度
に
建
築
さ
れ
た
木
之
房

団
地
は
老
朽
化
が
著
し
く
、

平
成
21
年
度
か
ら
建
て
替
え

計
画
を
進
め
、
現
在
３
号
棟

ま
で
が
完
成
し
て
い
る
。
今

回
、
４
号
棟
建
築
工
事
に
つ

い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す

る
と
の
説
明
。

■問　
４
号
棟
20
戸
の
設
計

価
格
と
落
札
率
は
ど
う
か
。

■答　
予
定
価
格
は
消
費
税
抜

き
で
２
億
２
９
６
６
万
１
９

０
５
円
。落
札
率
は
97
・
１
％

で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

と
の
反
対
討
論
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
否

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

建
物
の
老
朽
化
等
に
よ

り
、
隼
人
国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
と
の
説
明
。

■問　
現
在
の
同
施
設
の
年
間

利
用
者
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。
廃
止
の
説
明
会
は
行
っ

た
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
で
の

意
見
は
あ
っ
た
か
。

■答　
平
成
24
年
度
が
１
万

１
１
４
９
名
で
あ
る
。
説
明

会
は
、日
当
山
荘
で
行
っ
た
。

温
泉
の
料
金
が
１
２
０
円
と

安
い
の
は
良
い
が
、
湯
温
が

40
℃
と
ぬ
る
く
、
ま
た
湯
量

が
少
な
い
。
今
回
廃
止
に
な

る
の
は
寂
し
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

■問　
老
朽
化
し
て
い
る
と
い

う
の
は
、
修
繕
が
出
来
な
い

と
い
う
こ
と
か
。
耐
震
性
が

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
危
険

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

■答　
こ
の
施
設
は
、
昭
和

47
年
に
建
設
さ
れ
、
41
年
が

経
過
し
て
い
る
。
浴
槽
内
、

脱
衣
所
、
天
井
の
コ
ン
ク

　
「
霧
島
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
制
定
」
に
関
す

る
議
案
は
、
平
成
24
年
８
月

に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
」
に
基
づ
い
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど

も
・
子
育
て
へ
の
支
援
を
総

合
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
を

す
る
こ
と
を
目
的
に
会
議
を

設
置
す
る
も
の
と
の
説
明
。

■問　
メ
ン
バ
ー
の
構
成
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

■答　
幼
児
教
育
・
保
育
関
係

の
経
営
者
・
従
事
者
、
学
校

関
係
者
・
地
域
子
育
て
支
援

関
係
者
・
学
識
経
験
者
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・
療
育
関

係
者
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

関
係
者
な
ど
と
、
公
募
に
よ

る
子
育
て
中
の
市
民
で
、
１

５
名
を
想
定
し
て
い
る
。

■問　
条
例
案
で
は
公
募
と
い

う
表
現
は
な
い
が
、
明
確
に

記
載
す
る
必
要
は
な
い
の

か
。

■答　
条
例
上
の
「
公
募
に
よ

る
も
の
」
と
い
う
表
現
は
、

全
庁
的
な
問
題
で
も
あ
る
た

め
、
文
書
法
制
等
と
も
協
議

を
し
た
い
。

　
「
霧
島
市
保
育
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」、「
財

産
の
処
分
に
つ
い
て
」
は
、

隼
人
保
育
園
の
民
営
化
に
伴

い
、
同
保
育
園
を
廃
止
す
る

こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
改
正

や
、
同
保
育
園
の
建
物
を
無

償
譲
渡
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
と
の
説
明
。

■問　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
時
系
列
に
説
明
を

■答　
平
成
24
年
８
月
９
日
、

　

来
年
度
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
等
に
よ
り
、
生
計

費
の
負
担
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
の
特
例
措
置

と
、
特
別
減
免
制
度
を
更
に

１
年
間
延
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
例
の
所
要
を
改
正
す
る

と
の
説
明
。

■問　
ど
の
よ
う
な
所
得
階
層

が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
か
。

■答　
全
て
の
被
保
険
者
の

方
々
を
同
率
で
下
げ
て
お

り
、
所
得
０
円
が
36
％
、
１

０
０
万
円
未
満
か
ら
１
円
ま

で
が
32
％
を
占
め
、
こ
の
辺

り
の
階
層
が
一
番
多
く
な

る
。

▼
議
案
処
理
で
は
、
暮
ら
し

を
守
る
と
い
う
自
治
体
の
責

務
と
し
て
大
い
に
評
価
す
る

と
の
賛
成
討
論
等
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

霧
島
市
都
市
公
園
の
う
ち

以
前
か
ら
引
き
下
げ
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
た
、「
ま
き

の
は
ら
運
動
公
園
内
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
」
の
施
設
規
模

を
18
ホ
ー
ル
か
ら
36
ホ
ー
ル

ヘ
改
め
る
。
ま
た
、
１
ラ
ウ

ン
ド
の
定
義
を
18
ホ
ー
ル
へ

改
め
、
そ
の
使
用
料
を
３
６

０
円
か
ら
２
５
０
円
へ
値
下

げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
は
一
般

が
５
０
０
円
、
児
童
生
徒
が

２
５
０
円
で
終
日
回
り
放
題

と
な
る
と
の
説
明
。

■問　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
使

用
料
の
値
下
げ
額
の
算
定
根

拠
は
。

■答　
福
山
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
つ
い
て
は
、
福
山
の
地

域
審
議
会
、
市
議
会
、
議
会

報
告
会
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
か
ら
料
金
改
定
の
要
望
が

あ
り
、
近
隣
自
治
体
の
類
似

施
設
と
比
較
し
て
高
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
用
者

数
も
年
々
減
少
し
て
い
る
た

め
，
他
自
治
体
の
料
金
に
合

わ
せ
て
引
き
下
げ
た
。

▼
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

使
用
料
は
、
平
成
21
年
に

原
則
と
し
て
３
年
に
１
回
見

直
す
こ
と
を
決
定
し
て
お

り
、
前
回
見
直
し
に
伴
う
使

用
料
の
適
用
が
平
成
22
年
10

月
１
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
新

た
な
指
定
管
理
者
と
し
て
、

公
募
に
よ
り
選
定
し
た
熊
本

に
本
社
の
あ
る
空
調
シ
ス
テ

ム
会
社
を
、
浜
之
市
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
た
め
に
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
と
の
説

明
。

■問　
今
ま
で
指
定
管
理
の
実

績
が
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
、
全
く
実
績
が
な

い
県
外
に
本
社
が
あ
る
業
者

が
申
請
し
て
き
て
い
る
。
地

元
の
仕
事
は
出
来
る
だ
け
地

元
に
さ
せ
る
と
い
う
の
が
基

本
で
は
な
い
か
。
何
を
根
拠

に
選
定
の
判
断
を
し
た
の

か
。

■答　
指
定
管
理
候
補
者
選
定

委
員
会
で
、
ま
ず
資
格
要
件

（
特
殊
な
施
設
を
除
い
て
は

鹿
児
島
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、そ
の
他
の
団
体
）

を
審
査
し
、
そ
の
後
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
最
終
的

に
は
評
点
結
果
に
よ
る
判
断

が
な
さ
れ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務文教
委員会

国
民
健
康
保
険
税
の
特

例
措
置
と
特
別
減
免
制

度
を
更
に
１
年
間
延
長

霧
島
市
都
市
公
園

条
例
の
一
部
改
正
に

伴
う
使
用
料
の
改
定

消
費
税
率
の
改
定
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
制
定

霧
島
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
条
例
の
制
定

見
直
す
も
の
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
消
費

税
率
の
改
定
に
伴
う
影
響
に

つ
い
て
の
改
正
と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ

き
、
各
施
設
等
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
を
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
消
費
税
転
嫁
前
の
使
用

料
が
お
お
む
ね
適
正
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
使
用

料
金
額
に
、
改
正
後
の
消
費

税
率
を
乗
じ
て
決
定
し
、
端

数
処
理
し
た
と
の
説
明
。　

■問　
端
数
処
理
は
四
捨
五
入

か
。

■答　
料
金
の
支
払
い
・
収
入

の
利
便
性
を
考
慮
し
、
引
き

続
き
10
円
単
位
で
設
定
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し

た
。
具
体
的
な
算
定
方
法
は
、

本
体
価
格
に
８
％
の
消
費
税

を
転
嫁
し
、
計
算
結
果
の
１

円
未
満
を
切
り
捨
て
、
残
り

の
10
円
未
満
の
端
数
を
切
り

上
げ
10
円
単
位
に
調
整
し
た
。

■問　
今
回
の
消
費
税
改
定
の

中
で
類
似
施
設
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
料
金
の
統
一
化
は

検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

■答　
前
回
の
平
成
21
年
度

の
見
直
し
の
と
き
に
、
類
似

施
設
の
使
用
料
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

環境福祉
委員会

隼
人
保
育
園
の
民
営
化

隼
人
保
育
園
の
保
護
者
の
方

に
文
書
の
配
布
。
10
月
28
日
、

保
護
者
の
説
明
会
を
実
施
。

12
月
８
日
、
第
２
回
目
の
説

明
会
実
施
。
平
成
25
年
５
月

13
日
、
隼
人
保
育
園
の
民
営

化
に
当
た
っ
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
。
10
月
13
日
に
２
法

人
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
。
選
考
委
員

会
に
お
い
て
選
考
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
10
月
24
日
に
保

護
者
へ
お
知
ら
せ
し
た
。

■問　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
声
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

■答　
保
育
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
の
よ
う
な
教
育
、
礼
儀

正
し
さ
を
望
む
声
。
職
員
体

制
は
現
状
維
持
以
上
で
、
で

き
る
だ
け
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
望
む
な
ど
。

■問　
隼
人
保
育
園
の
嘱
託
職

員
・
臨
時
職
員
の
身
分
保
障

は
ど
の
よ
う
に
検
討
を
し
て

い
る
の
か
。

■答　
平
成
25
年
11
月
現
在

で
、
臨
時
職
員
・
調
理
員
等

を
含
め
て
現
在
隼
人
保
育
園

の
職
員
数
は
27
名
、
う
ち
正

規
職
員
が
５
名
で
22
名
が
臨

時
職
員
、
そ
の
う
ち
20
名
が

移
管
保
育
園
へ
の
移
行
を
希

望
し
て
い
る
。

▼「
霧
島
市
保
育
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」、「
財

産
の
処
分
に
つ
い
て
」
は
、

隼
人
保
育
園
民
営
化
に
反
対

の
立
場
で
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
２
議
案
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
で
、
他
８

件
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

「
浜
之
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」指
定
管

理
者
の
指
定
を
全

会
一
致
で
否
決

隼
人
国
民
保
養

セ
ン
タ
ー
を
廃
止

産業建設
委員会

木
之
房
団
地
建
替

建
築
工
事
の
請
負

契
約
を
締
結

隼人保育園

■問　
選
定
員
会
に
任
せ
て
お

く
の
で
は
な
く
、
執
行
部
に

お
い
て
再
確
認
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

■答　
選
定
委
員
会
の
中
に
は

行
政
職
員
も
入
っ
て
お
り
、

地
元
雇
用
や
地
元
経
済
の
活

性
化
な
ど
も
判
断
の
上
、
審

査
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

■問　
公
募
の
説
明
会
が
行
わ

れ
た
の
は
、
平
成
25
年
６
月

３
日
。
こ
の
業
者
が
出
水
市

に
鹿
児
島
営
業
所
を
設
立
し

た
の
は
25
年
６
月
11
日
。
指

定
管
理
者
申
請
書
は
、
25
年

７
月
１
日
に
受
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
指

定
管
理
者
の
対
象
と
な
り
得

る
の
か
。

■答　
資
格
等
に
つ
い
て
は
手

順
に
基
づ
い
て
評
価
委
員
が

判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
主

管
課
で
あ
る
観
光
課
と
し
て

は
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
。

▼
議
案
処
理
で
は
、「
評
点

結
果
だ
け
で
、
こ
れ
ま
で
温

泉
施
設
管
理
経
験
の
な
い
県

外
の
民
間
空
調
シ
ス
テ
ム
会

社
に
、
市
民
の
た
め
の
行
政

財
産
の
管
理
を
委
ね
よ
う
と

す
る
提
案
に
は
、
市
民
感
情

か
ら
し
て
も
反
対
で
あ
る
」
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